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交通プロジェクト評価の基礎理論

道路整備が行われる場合（with）と行われない場合（without）のそれぞれについて，
貨幣表示された一定期間にわたる便益と費用を算出し 道路整備の効率を評価貨幣表示された 定期間にわたる便益と費用を算出し，道路整備の効率を評価

計測するべき便益（B）

走行時間短縮便益走行時間短縮便益

( )∑ ×××= 365αTQBTi 総走行時間費用

（交通量×走行時間×時間価値）（交通量×走行時間×時間価値）

走行経費減少便益

( ) 36βQ 総走行費( ) 365×××= βLQBRi 総走行費用
（交通量×リンク延長×走行経費）

交通事故減少便益

( )∑= AABAi 交通事故の社会的損失
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( )∑i

費用便益マニュアル
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交通プロジェクト評価の基礎理論
費用（C）の算定費用（C）の算定

工事費，用地費，補償費の合計

道路維持費 清掃費 照明費 舗装のオ道路維持費，清掃費，照明費，舗装のオー
バーレイ費など

比較の方法比較の方法

=−CB Bt，Ct：各年の便益，費用
T：評価期間（50年）

r： ( = 0.04) 発生年次の異なる便益，費用を現在の価値で比べる

例えば，10年後の100万円は 円

=CB
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費用便益分析の枠組み
づに基づいている

便益（B） 費用（C）

効用関数 U
満足，厚生の程度

利潤 π

需要関数 D 供給関数 S

グロスの消費者 社会的費用SC
建設費，維持管理費

グ スの消費者
余剰GCS

社会 費用

貨幣表示された満足度

社会が負担する費用
（渋滞など）

便益 B 費用 C
社会的割引率
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社会的割引率

BーC，B/C

効用関数
と う が存在するとき 満 程度を と表すx1，x2という2つの が存在するときに，満足の程度を と表す

x2

同一の効用を結んだ曲線
（無差別曲線）

I/P2

*U
x1，x2が多いほど好ましいとすると

x1

'U
U

x1，x2の価格をP1，P2，予算制約
をIとすると1 を とすると

I/P1

const.),( 21 =xxU とすると

∴

66

∴

需要関数
x2

I/PI/P2 価格P1が と変化するとき，
それぞれの予算制約線ごとに

AA
B

C で効用が最大になるとする

x1

I/PI/P ’I/P ’’

で効用が最大になるとする

I/P1I/P1I/P1P

77x1

消費者余剰
PP

B ( )IPPDx ,, 2111 = 需要量x1に対応した支払い意志額

P0

A

P1’ P1の変化に応じて，需
要量x1がどう変わるか

A
P1

支払い意志額と実際の支払額の差

x1
x1x1'

需要量x1’のとき

□P0Bx1’ Oー□ P1’Bx1’ O＝
O

需要量x1のとき

□P0Ax1Oー□ P1Ax1 O＝

x1→ x1’に伴う消費者余剰の減少分 CS∆

( ) ==∆ ∫
'1P

dPIPPDCS
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( ) ==∆ ∫ 1211
1

,,
P

dPIPPDCS



利潤の最大化

)(Lfy = L: y:

y
労働量

y
生産物と投入物の1単位の価格をP，wと
すると は

)(Lfy =
上式より

dfしたがって

=
dL
dfL

利潤が最大となる生産関数上の点において，
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費用関数 )()(1 ygyfL ≡= −

)(Lfy = L TC(y)y )(Lfy = L, TC(y)

L y

=)(yTC )(y

建設費など 原材料費，賃金など
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建設費な 原材料費，賃金など

費用関数

=)(yAC
平均固定費用

=)(yMC

ydAC )(
=

dy
ydAC )(

dAVC )(
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=
dy

ydAVC )(

TC(y) TC(y)
A点

各点での利潤

B点

C点

y

FC

可変費用は回収できる
P

可変費用は回収できる

ところで 利潤を最大化しているのでP1

P2

ところで，利潤を最大化しているので，

=
dy
dπ

P3

y

∴
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y1y2y3



社会的余剰（便益）P
B

S=S(P)
A

P*

①

)(PDD =

P*
②実際の支払額

D，S

)(PDD =

D*=S*

C ③
固定費用（FC）は含まず

①①

④
＋ ③＋D*=S*

④
②②＝ ー

③

①①
＋ ③＋

( ))(yVCFCPy +−=π利潤：
①①

④＋

PSCS +

=PS生産者余剰：

社会的余剰： B
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PSCS +社会的余剰： =B

純便益と費用便益費

=−CB r:

=CB

便益（B）＝グロスの消費者余剰（GCS）ー社会的費用（SC）

費用（C）＝固定費用（FC） 建設費，維持管理費など

FCSCGCS −−=−CB

費用（C）＝固定費用（FC） 建設費，維持管理費など

0≥−CB →
便益（社会的余剰）と費用（固定費
用）を比較することは，

1/ ≥CB →
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消費者余剰アプローチ（今までのまとめ）

費用便益分析の理論は， と

から成り立っているから成り立っている

言い換えると，需要者が受容しようとする交通量は から，

供給者が供給しようとする交通量は， から求められる供給者が供給しようとする交通量は， から求められる

両者が一致したところで， が決まり， も求められる

以上のような経済理論に基づくアプローチを という

一方，現行の費用便益マニュアルの方法は， と呼ばれる

15


